
雪
し
ろ
き
奧
嶺
が
あ
げ
し
二
日
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
湘
子

　
「
馬
酔
木
」
の
水
原
秋
桜
子
選
で
初
巻
頭
を
と
っ
た
四
句
の
う

ち
の
一
句
。
第
一
句
集
『
途
上
』
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
、
い
わ
ば

俳
人
湘
子
の
出
発
の
句
で
あ
る
。
昭
和
二
十
二
年
一
月
「
馬
酔

木
」
復
刊
記
念
会
で
、
は
じ
め
て
秋
桜
子
に
会
っ
た
夜
の
作
。

　
昭
和
五
十
七
年
に
現
代
俳
句
協
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
朴
下

集
』
の
「
秋
桜
子
先
生
と
私
」
の
中
で
、
「
馬
酔
木
の
句
会
に
初

め
て
出
、
秋
桜
子
先
生
の
謦
咳
に
接
し
た
と
い
う
感
激
が
、
句
作

に
好
影
響
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
」
と
自
ら
記
し

て
い
る
。
こ
の
文
章
は
、
青
年
湘
子
が
師
に
初
め
て
見
え
た
時
の

ま
み

興
奮
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
、
何
度
読
み
返
し
て
も
胸
の
高

鳴
る
思
い
が
す
る
。
そ
れ
は
丁
度
、
私
が
湘
子
先
生
に
初
め
て
会

え
た
、
そ
の
時
の
思
い
が
、
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
あ
っ
た
の
だ
。

１
９
４
７
年
（
Ｓ
２
２
作
）  

第
一
句
集
『
途
上
』
　
鑑
賞
・
野
本 

京


